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編 集 後 記

いわゆる医療費問題をめぐつて新聞 雑誌 ラジオ テレピ等に各界の意見が出た.そ れらを

見聞して先ず感ずる事は 医療にたずさわつていない人 例えば政治家 役人 評論家等は や

は り医療制度に就てよく知つていないと云う事である.厚 生大臣と云 うものも大体に素人であつ

て 大臣になつてから医療問題に接触するのであり 政党人や評論家等は 政治や経済には精し

いであろ うが 医療の実態を知つているわけがない.医 療問題には昔からの経緯があ り 内容も

極めてむずかしく 複雑なものである.普 段に関係のない者が俄かに出て来て意見を述ぺてみて

も それがピソ トはずれであるのは当然であろ う.

次に街の声 世論と云 うものを聞 くと その約9割 までが今回の医師会の言動を攻撃してい

る.そ の多くは 「医は仁術」の観念を持つていて 医者は人命をあずかる貴重な任務があり一斉

休診の如きは人道に反すると云 う.こ の人達は安い医療費によつて充分な医療を 目曜でも夜中

にでも受けようと考えている.そ れは医者に 「医は仁術」を押 しつけ 自分等の都合のよい事ば

か りを云つているのである.医 者の仕事が貴重なものであると云 うのであれば 医者はそれだけ

厚 く待遇せられるべきである.こ れらの人も医療の実態を勿論知らずに 虫のよい事ばか りを云

つているのである.医 者は世間に対して医療と云 う事をもつと平易に説明 宣伝する事が必要で

ある.

次に医療は病人と実地医家だけの問題ではない.医 学の研究や医師の養成と密接に関係してい

る.そ こで文部省 大学 学会等とも深い関連があるのである.厚 生省 医師会 政党 健保連

等は種々の意見を出しているが 大学からは今回の問題に関して何らの意見も出なかつたように

思う.こ れはどうした事であろうか.大 学には意見はないのか。他人に委せて置けばよいのか.

わが国将来の医療制度を如何にするべきかを考える事は 大学にとつて大きな責任ではなかろう

か.現 在の健康保険制度が極めて不合理なものになつているのは 大学が云 うべき時に沈黙して

いた事 も大きな原因になつている.そ の過誤を再び繰 り返してはならない(昭 和36年3月)
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